
1

文部科学省「ﾃﾞｰﾀ関連人材育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」
医療・創薬ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽｺﾝｿｰｼｱﾑ

2018年度活動報告

東京医科歯科大学
医療データ科学推進室・キャリア形成支援室

2019年4月4日



2

はじめに

医療・創薬ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽｺﾝｿｰｼｱﾑは、医療・創薬・ﾍﾙｽｹｱ分野
でのﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ解析やAI応用、IoTなどの「新たなﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝ
ｽ」の方法論を開拓し、我が国のﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ医療、AI創薬、
それに関連するﾍﾙｽｹｱ領域全体の国際競争力の向上を目指
し、人材育成活動を通じて、我が国の産業・学術の発展に寄
与することを目的としています。

これを実現するため、
①人材育成プログラムの開発と実施
②産業界等への専門人材の供給
③医療・創薬ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽｺﾝｿｰｼｱﾑ研究会を実施しています。
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１．事業体制
とﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ
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1-1．2018年度連携機関（企業）

小野薬品工業株式会社
中外製薬株式会社
旭化成ファーマ株式会社
アステラス製薬株式会社
田辺三菱製薬株式会社
日本ケミファ株式会社
第一三共株式会社
大日本住友製薬株式会社
Meiji Seika ファルマ株式会社
デンカ株式会社
帝人ファーマ株式会社

日本電気株式会社
富士通株式会社
株式会社DeNAライフサイエンス
株式会社日立製作所
株式会社シーエーシー
日本たばこ産業株式会社
興和株式会社
科研製薬株式会社
協和発酵キリン株式会社
ファイザー株式会社

21社
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１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

受講者数
（博士人材の数） 40人

（20人）
60人

（30人）
60人

（30人）
60人

（30人）
60人

（30人）

活動内容

参画機関・
連携機関
の募集

初期カリキュラムの
設計・実施

キャリア開発プログラ
ムの検討

本コンソーシアム
の本格稼働

他の全国組織との連携に
よるALL JAPAN体制の
構築

国家レベルでのビッグデータ
医療・AI創薬データ科学
連合の形成

医療・創薬分野における
データサイエンティスト育成
プログラムの確立と普及

本人材育成プログラム受講者のキャリア形成支援（就職支援含む）

アンケート結果
を反映したカリ
キュラムの改変

アンケート結果を反映した
カリキュラム改変

1-2．ロードマップ
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３．事業運営・管理

3-1．運営委員会

2018年3月開催
・2018年度カリキュラム概要、募集要項の決定

2018年5月開催
・2018年度受講者の決定
・延長希望者の決定
・非常勤講師の委嘱
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3-2．連携機関連絡会議

第1回 連携機関連絡会議（9月14日開催）
第2回 連携機関連絡会議（11月16日開催）
第3回 連携機関連絡会議（1月22日開催）
第4回 連携機関連絡会議（2月25日開催）

3-3．ﾃﾞｰﾀ関連人材育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ説明会（大学向け）

4月2日（月） 慶應義塾大学大学院薬学研究科
4月10日（火）東京医科歯科大学
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3-4．受講者ガイダンス

6月26日（火）に開催

第３回連携機関連絡会議の様子
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４．講義・実習

4-1．コース区分と科目一覧
博士人材コース 企業人材コース

共通科目、専門科目の履修
を通じて得た基礎的・専門的
知識をそれぞれの領域にお
いて適した形で活用する力
を養う

（BD）ゲノム医療・バイオ
バンク・システム
医学の現状を学び、今後
のビッグデータ医療の推
進の方向を体得
（AI）創薬過程における人
工知能の応用の現状を学
び、今後のＡＩ創薬の推進
の方向を体得

医療・創薬・ヘルスケアに
おけるビッグデータ解析・人
工知能応用の全般的な視
座を獲得し、基盤となる知
識を習得

「新たなデータサイエンス」
を学ぶ際にあたり必要不可
欠となる倫理を学習
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区分 系統 科目名 コマ数

一般科目 生命倫理 1
共通科目 データサイエンス基礎系 人工知能・機械学習概論 8

システム医学概論 9
ゲノム統計学概論 8

ゲノムサイエンス基礎系 ゲノム医科学基礎 3
次世代シーケンサ解析 3
Precision Medicine 2

計算機実習系 Ｒプログラミング演習 8
Pythonプログラミング演習 8

専門科目 ビッグデータ医療系 疾患データ科学特論（慢性疾患） 3
疾患データ科学特論（精神疾患） 3
疾患データ科学特論（がん） 3
生命医科学ビッグデータベース特論 4
Biobank / Genome Cohort特論 4
モバイルヘルス特論 4

AI創薬系 AI創薬 / 現代医薬統計学特論 8
分子プロファイル創薬特論 8
インシリコ創薬化学特論 8

キャリア開発・ビジネス系 マネジメント特論 8
知的財産特論 8
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4-2．受講者数

受講者 受講者数 備考

企業人材 24名 連携機関からの受講者

博士人材 30名

◆博士課程大学院生（計23名）
東京医科歯科大学 10名
慶應義塾大学 10名
東京理科大学 1名
筑波大学 1名
順天堂大学 1名
◆ポストドクター等（計7名）
東京医科歯科大学 2名
慶應義塾大学 1名
千葉大学 1名
中央大学 1名
がん研究会 1名
無所属 1名
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人材育成プログラム

講義

実習

研修

インターンシップ

生講義

e-Learning

ワークショップ

4-3．2019年度ﾃﾞｰﾀ関連人材育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの構造

マネジメント特論・ワークショップの様子

※2018年度から導入。74コマの講義を
e-learning用コンテンツとして整備。
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5．研修・インターンシップ・ワークショップ

5-1．研修実施機関とテーマ
研修実施機関 研修テーマ 実施期間 2018年度

受入実績（延べ）

東北大学
東北ﾒﾃﾞｨｶﾙﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ
機構

約2万人の遺伝子型・健康情報ﾃﾞｰﾀを用い
たｹﾞﾉﾑﾜｲﾄﾞ関連解析

2018年12月7日
～8日 11名

国立国際医療
研究センター

J-DREAMS活用ﾃﾞｰﾀの構築、管理・運用 2018年4月～5月 2名

2018年11月
～2019年3月 2名

国立精神・神経医療
研究センター

疾患ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを対象としたｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞな統計解析 2018年11月
～2019年3月

2名
多様なﾃﾞｰﾀを用いた発展的なﾃﾞｰﾀ解析 2名

公益財団法人
がん研究会

がん研ﾈｯﾄ病理ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰの統合ﾃﾞｰﾀ分析 2019年2月～3月
2名

慶應義塾大学
先端生命科学研究所

ﾒﾀﾎﾞﾛｰﾑ解析 2018年12月17日
～19日 2名
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5-1．研修実施機関とテーマ

研修実施機関 研修テーマ 実施期間 2018年度
受入実績（延べ）

東京医科歯科大学
医療ﾃﾞｰﾀ科学推進室
疾患ﾊﾞｲｵﾘｿｰｽｾﾝﾀｰ

AI創薬計算実習（Deep Learning 実習） 2019年1月～3月 13名

東京医科歯科大学が実施するﾊﾞｲｵﾊﾞﾝｸ事業 2019年2月7日 4名

ｹﾞﾉﾑﾜｲﾄﾞ関連解析実習・Deep Learning実習 2019年3月19日 2名

東北大学 東北ﾒﾃﾞｨｶﾙﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ機構の研修で記念撮影
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5-2．企業交流会（インターンシップ説明会）

回 開催日 出展企業

第1回 9月15日土曜日
旭化成ファーマ株式会社
田辺三菱製薬株式会社
Meiji Seika ファルマ株式会社

第2回 9月29日土曜日
デンカ株式会社
株式会社日立製作所

企業交流会（出展ブース）の様子
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5-3．企業インターンシップ実施機関と採用実績

企業ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実施機関 実施期間 受入れ人数

旭化成ファーマ株式会社 2019年1月28日～2月8日 1名
（大学院博士課程）

株式会社日立製作所 2019年2月1日～3月29日
（原則として、毎週、火曜日・水曜日・木曜日）

1名
（大学院博士課程）

Meiji Seika ファルマ株式会社 2019年2月18日～3月15日 1名
（大学院博士課程）

採用機関 採用人数 備考

デンカ株式会社 1名（内定） 内定者の現在の身分はﾎﾟｽﾄﾄﾞｸﾀｰ

※連携機関（企業）における採用実績のみ掲載。この他、連携機関以外の製薬企業1名（大学院博士課程）、
大学1名（ポストドクター）の内定者あり。
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5-4．PBL（Project-Based Learning）型ワークショップ
回 開催日 内容

第1回 11月7日水曜日
Amazon Japan社との共催で機械学習をテーマとしたワークショップ
（Project-Based Learning形式）を開催。参加人数は27名。AWS
クラウドの実習と、機械学習モデルのアイデアソンを13チームで実施。この
後、1月22日の第3回研究会で、アイデア賞の投票と表彰を行った。

ワークショップ（アイデアソン）の様子
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６．医療・創薬ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽｺﾝｿｰｼｱﾑ研究会

回 開催日 内容

第1回 2018年
10月12日金曜日

『内閣府人工知能技術戦略会議に関わる健康 /医療・介護分野の技術戦略動向』
日本学術振興会 顧問・人工知能技術戦略会議 議長 安西 祐一郎氏

『保健医療分野におけるAI活用推進に向けた厚生労働省での取り組みについて』
厚生労働省 大臣官房 厚生科学課 バイオテクノロジー専門官 水谷 玲子氏

第2回 2018年
12月10日月曜日

『創薬・ヘルスケア分野に向けてGPU/AIの可能性、世界の注目事例』
NVIDIA エンタープライズ事業部 山田 泰永氏

『Health2.0 世界の潮流』
メドピア株式会社Health 2.0 Asia - Japan 統括ディレクター・医師 上田 悠理氏

『集合知により医療を再発明する 「新しい技術×プラットフォーム」で生まれる無限の可
能性』
メドピア株式会社 代表取締役社長 医師・博士（医学）石見 陽氏
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回 開催日 内容

第3回 2019年
1月22日火曜日

『機械学習コンペティションの実際とその意義』
株式会社ディー・エヌ・エー システム本部 AIシステム部 AI研究開発第3グループ
望月 正弘氏

第1回MD－DSC機械学習コンペティション(アイデア賞・モデリング賞)表彰
表彰：医療データ科学推進室 室長 田中 博 特任教授
講評：アステラス製薬株式会社 アナリティクス＆インフォマティクス室 室長
角山 和久氏

第4回 2019年
3月22日金曜日

『アカデミアと製薬企業のオープンイノベーションのポイントと第一三共の取組み』
第一三共株式会社 研究統括部 研究企画グループ
嶋田 康平氏

『大日本住友製薬におけるオープンイノベーションの取組み』
大日本住友製薬株式会社 オープンイノベーション開発室 室長
志水 勇夫氏
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７．進捗状況

7-1．順調に進んでいる点
◆博士人材ｺｰｽ
・博士人材ｺｰｽの定員充足率100%
◆企業人材ｺｰｽ
・製薬、化学、情報通信等多様な連携機関の
参画（2018年度21社）

◆共通
・受講者ﾆｰｽﾞを反映したｶﾘｷｭﾗﾑの改定
・医学、薬学、生命科学、情報科学など多様な人材
の応募
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7-2．現在の課題等

◆博士人材ｺｰｽ
・博士人材ｺｰｽと企業人材ｺｰｽの実力差が見られる
・“見習いﾚﾍﾞﾙ”や“独り立ちﾚﾍﾞﾙ”から始めるｶﾘｷｭﾗﾑ
を求める声もある

・企業就職につながる大学院最終学年の受講者が
少ない（受講者の学年は多様）

◆企業人材ｺｰｽ
・関西地区での実習、研修を希望する声がある
◆共通
・複数年かけて学べるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを希望する声が多い
・実習の増加を希望する声が多い



ご清聴ありがとうございました。


